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七
分
積
金
制
の
展
開
に
関
す
る
一
考
察

稲

葉

光

彦

七分積金制の展開に関する一考察

　
明
治
四
年
七
月
、
維
新
政
府
は
廃
藩
を
命
じ
て
慶
応
四
年
閏
四
月
の
政
体
書
頒
布
以
来
行
わ
れ
て
き
た
府
藩
県
三
治
制
を
改
め
、
つ
い

で
同
年
十
一
月
、
改
置
府
県
と
称
さ
れ
る
府
県
の
統
廃
合
を
実
施
し
て
、
三
府
七
十
二
県
に
よ
る
中
央
集
権
的
地
方
制
度
を
成
立
せ
し
め

た
。
こ
の
所
謂
廃
藩
置
県
が
、
幕
府
以
来
の
旧
慣
や
旧
勢
力
を
廃
し
、
当
初
は
保
守
的
な
い
し
復
古
的
色
彩
の
濃
厚
で
あ
っ
た
維
新
政
府

の
施
策
を
改
変
す
る
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
多
言
を
労
し
な
い
が
、
窮
民
救
助
に
つ
い
て
の
政
策
も
ま
た
、
廃
藩
置
県
の
影
響
を
被
る
こ

と
少
な
く
な
く
、
藩
に
お
け
る
専
決
救
助
を
可
能
に
し
て
い
た
法
的
基
盤
が
消
滅
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
救
貧
事
務
に
関
す
る
規
則
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

定
め
て
、
実
際
の
救
助
実
務
を
担
当
す
る
地
方
官
の
職
務
権
限
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
太
政
官
は
、
明
治
四
年
十
一
月
二
十
七
日
、
県
治
条
例
中
の
県
治
事
務
章
程
上
款
第
一
七
条
な
ら
び
に
下
款
第
四
条
に
救
貧
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

務
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
窮
民
一
時
救
助
規
則
を
別
紙
に
定
め
て
、
事
務
処
理
手
続
を
明
記
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
維
新
政
府
は
明
治

元
年
六
月
に
廃
止
を
布
達
し
た
七
分
積
金
を
同
年
十
二
月
に
復
活
さ
せ
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
廃
止
す
る
な
ど
、
幕
府
よ
り
引
き
継
い
だ
江

戸
町
方
救
済
資
金
の
処
置
に
つ
い
て
一
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
窮
民
一
時
救
助
規
則
制
定
に
よ
り
、
救
済
事
務
に
関
す
る
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地
方
の
権
限
の
範
囲
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
か
、
明
治
五
年
五
月
に
町
会
所
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
積
金
制
度
も
終
焉
を
迎
え
て
、

金
穀
の
残
額
は
東
京
府
へ
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
、
江
戸
時
代
後
期
よ
り
明
治
初
期
に
か
け
て
、
首
都
窮
民
救
済
の
財
源
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
七
分
積
金
制
に
関
し
て
、

京
坂
地
域
に
拡
大
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
お
よ
び
維
新
後
の
取
扱
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
そ
も
そ
も
府
藩
県
制
は
、
基
本
的
に
幕
藩
制
時
代
の
地
方
制
度
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
領
す
な
わ
ち
旧
幕
府
直
轄
地
を
維
新

政
府
の
直
轄
地
と
す
る
に
あ
た
っ
て
府
県
の
称
を
付
し
、
旧
大
名
領
に
つ
い
て
は
、
藩
の
称
を
付
す
と
と
も
に
暫
定
的
に
旧
慣
に
よ
る
支
配
を
認
め

　
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
府
県
と
藩
が
各
々
別
個
の
法
域
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
窮
民
対
策
に
つ
い
て
も
、
府
県
と
藩
の
体
制
は
分
立
し
て

　
い
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
明
治
二
年
七
月
の
府
県
奉
職
規
則
に
お
い
て
、
応
急
的
救
助
を
除
い
て
は
基
本
的
に
地
方
官
の
専
決
処
分
に
よ
る
救
助

を
認
め
ず
、
原
則
と
し
て
全
て
中
央
政
府
の
許
可
を
要
す
べ
き
こ
と
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
の
み
、
例
え
ば
明
治
三
年
十
一
月
二
十
七
日
附
宮
川
藩

伺
に
対
す
る
明
治
五
年
十
二
月
九
日
の
民
部
省
答
議
に
、

　
　
　
藩
制
ノ
儀
ハ
未
タ
一
定
ノ
御
成
規
モ
無
之
大
体
三
治
ノ
御
趣
意
二
候
ヘ
ト
モ
即
今
ノ
形
勢
府
県
同
轍
ノ
処
分
ニ
モ
参
間
敷
候
間
書
面
ノ
趣
ハ
追

　
　
　
テ
各
藩
職
務
一
般
ノ
御
規
則
御
発
表
迄
先
ッ
従
前
ノ
通
処
置
イ
タ
シ
置
候
様
被
仰
渡
可
然
存
候

　
　
と
あ
る
ご
と
く
、
各
藩
の
窮
民
救
助
施
策
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）
　
こ
の
窮
民
一
時
救
助
規
則
の
概
要
は
、

　
　
①
水
火
災
罹
災
者
の
う
ち
目
下
凍
鞍
に
迫
る
者
…
…
米
穀
一
日
一
人
二
合
乃
至
三
合
を
一
五
日
分
支
給

　
　
②
水
火
災
罹
災
者
の
う
ち
家
屋
自
営
不
能
者
…
…
家
屋
料
五
両
乃
至
三
両
を
五
力
年
賦
貸
渡

　
　
③
水
火
災
罹
災
者
の
う
ち
類
焼
農
具
自
給
困
難
者
…
…
農
具
代
の
五
力
年
賦
貸
渡

　
　
④
水
旱
非
常
ノ
天
災
の
罹
災
者
…
…
夫
食
種
籾
の
貸
渡

　
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
右
記
中
①
～
③
は
定
額
貸
付
救
助
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
政
府
へ
の
伺
出
に
及
ば
ず
地
方
官
の
専
決
処
分
に
委
ね
る
も
の

　
の
、
④
に
つ
い
て
は
、
事
態
に
応
じ
て
政
府
へ
伺
出
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
府
へ
の
届
出
を
要
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
県

治
事
務
章
程
上
款
に
「
令
参
事
コ
レ
ヲ
判
決
シ
処
分
ノ
法
案
ヲ
作
リ
主
務
ノ
省
二
稟
議
シ
許
可
ノ
後
施
行
ス
ヘ
シ
尤
款
内
成
規
ア
ル
条
ハ
此
限
ニ
ア

　
ラ
サ
ル
事
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
上
款
第
一
七
条
に
「
済
貧
憶
窮
ノ
方
法
ヲ
設
ク
ル
事
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
罹
災
民
へ
の
定
額
貸
付
救
助
以
外

　
は
済
貧
血
窮
事
務
の
全
て
が
該
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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一

　
そ
も
そ
も
七
分
積
金
制
度
は
、
都
市
窮
民
に
対
す
る
幕
府
の
諸
政
策
の
う
ち
、
最
も
体
系
的
か
つ
強
力
に
実
施
さ
れ
た
寛
政
の
改
革
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
商
業
資
本
と
結
託
し
た
田
沼
期
の
貨
幣
増
鋳
や
商
品
作
物
栽
培
の
奨
励
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
政
策
に
加
え
、
過
重
な
貢
納

負
担
や
飢
饅
等
を
原
因
と
し
て
、
幕
藩
体
制
の
基
礎
構
造
で
あ
っ
た
農
村
に
お
け
る
本
百
姓
の
階
層
分
化
が
促
進
さ
れ
、
一
部
の
豪
農
が

成
長
し
た
も
の
の
、
そ
の
反
面
で
貧
農
の
農
村
離
脱
傾
向
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
農
業
人
口
の
減
少
は
、
領
主
経
済
を

圧
迫
す
る
一
方
、
そ
れ
ら
没
落
農
民
の
都
市
流
入
に
繋
が
り
、
在
来
の
都
市
生
活
窮
民
と
と
も
に
新
た
な
反
体
制
的
階
層
を
構
成
し
て
、

財
政
・
治
安
の
両
面
か
ら
幕
藩
体
制
を
脅
か
し
は
じ
め
て
い
た
た
め
、
松
平
定
信
は
、
農
村
に
お
け
る
農
業
人
口
の
回
復
を
図
る
べ
く
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

市
貧
民
へ
の
旧
里
帰
農
奨
励
政
策
を
と
る
と
と
も
に
、
都
市
窮
民
救
済
策
と
し
て
、
七
分
積
金
の
法
と
呼
ば
れ
る
町
入
用
節
約
費
積
立
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

度
を
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
寛
政
の
改
革
に
よ
る
窮
民
救
済
に
つ
い
て
み
る
と
、
幕
府
の
財
政
再
建
策
と
し
て
計
画
さ
れ
た
江
戸
の
諸
物
価
引
下
に
あ
た
り
、

寛
政
三
年
十
二
月
、
か
ね
て
よ
り
報
告
せ
し
め
た
町
入
用
・
地
代
・
店
賃
等
を
検
討
し
た
結
果
、
年
間
約
三
万
七
千
両
の
倹
約
が
可
能
で

あ
る
と
し
て
、
そ
の
節
減
金
額
の
七
〇
％
を
積
み
立
て
さ
せ
、
こ
れ
に
幕
府
の
補
助
金
二
万
両
を
加
え
て
、
窮
民
救
済
と
低
利
金
融
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

め
に
金
穀
を
貯
蓄
せ
し
め
た
。
こ
の
七
分
積
金
に
よ
る
財
政
的
基
盤
に
立
脚
し
て
、
寛
政
四
年
、
向
柳
原
に
籾
蔵
が
建
て
ら
れ
、
備
荒
貯

蓄
の
囲
籾
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
町
会
所
を
設
置
し
て
、
そ
の
管
理
運
営
に
あ
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
同
年
五
月
二
十
一

日
、
町
名
主
・
家
守
ら
に
対
し
て
「
窮
民
御
救
起
立
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
当
該
法
令
の
内
容
は
、

　
　
　
　
窮
民
御
救
起
立
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総
　
町
　
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
　
主
共

一
七
拾
歳
よ
り
以
上
二
而
、
夫
井
妻
に
わ
か
れ
、
手
足
之
働
も
不
自
由
二
而
、
や
し
な
わ
る
へ
き
子
も
無
之
、
見
継
可
遣
も
の
も
な
く
、
飢
に
も
可
及

も
の
、
一
拾
歳
位
よ
り
以
下
二
而
、
父
母
に
わ
か
れ
見
継
可
遣
も
の
無
之
類
、

一
年
若
二
候
共
、
貧
賎
な
る
も
の
、
長
病
二
而
見
継
可
遺
も
の
も
無
之
、
飢
に
も
可
及
類
、

右
箇
条
之
類
ハ
、
町
役
人
共
得
と
糺
候
而
、
柳
原
籾
蔵
会
所
江
、
其
町
々
名
主
印
形
書
付
を
以
、
家
守
共
よ
り
可
申
出
候
、
去
年
触
置
候
通
、
町
々
積

金
之
内
二
而
、
右
之
通
、
実
之
難
儀
成
者
江
ハ
、
手
当
可
渡
遣
候
、

右
之
趣
、
町
々
名
主
家
守
共
、
不
洩
様
可
申
通
候
、

　
　
五
月
廿
一
日

184

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
七
分
積
金
に
よ
る
窮
民
救
済
を
実
施
す
る
に
際
し
て
、
被
救
助
者
の
資
格
等
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
町
役
人
に

よ
る
事
前
調
査
を
義
務
付
け
、
さ
ら
に
町
名
主
加
判
の
申
請
書
を
家
守
を
通
じ
て
町
会
所
へ
提
出
す
る
と
い
う
手
続
き
を
定
め
て
お
り
、

臨
時
法
に
よ
る
こ
と
の
多
い
当
代
窮
民
救
済
行
政
の
な
か
に
あ
っ
て
、
恒
常
的
居
宅
救
済
制
度
を
規
定
・
実
施
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し

　
　
（
5
）

え
よ
う
。

　
ま
た
京
坂
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
寛
政
元
年
三
月
よ
り
囲
穀
と
称
さ
れ
る
備
荒
貯
蓄
を
実
施
し
、
同
九
月
に
至
っ
て
万
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

以
上
の
諸
大
名
の
領
地
へ
も
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
寛
政
二
年
正
月
に
は
天
領
内
の
代
官
に
郷
庫
を
設
置
す
べ
く
指
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
天
保
期
に
は
人
口
約
五
十
余
万
人
に
も
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
江
戸
町
方
社
会
の
貧
困
問
題
は
、
吉
田
久
一
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

主
と
し
て
村
落
か
ら
の
流
出
者
お
よ
び
都
市
居
住
者
の
下
落
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
失
政
の
ほ
か
、
飢
饅
・
物
価
騰
貴
・

火
災
・
疫
病
の
蔓
延
な
ど
は
、
た
だ
ち
に
こ
れ
ら
の
窮
民
層
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
幕
府
も
ま
た
、
こ
う
し
た
都
市



窮
民
に
対
し
て
は
、
各
種
の
直
接
的
経
済
援
助
を
与
え
た
ほ
か
、
授
産
・
帰
農
等
を
奨
励
し
て
、
窮
民
層
自
体
の
解
消
を
促
し
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
、
勢
い
そ
の
救
済
政
策
の
比
重
も
、
主
と
し
て
江
戸
を
筆
頭
と
す
る
天
領
地
域
の
大
都
市
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

七分積金制の展開に関する一考察

（
1
）
　
寛
政
二
年
十
一
月
に
は
、
没
落
農
民
の
都
市
流
入
者
に
対
し
、
寛
政
二
年
よ
り
同
四
年
ま
で
の
三
ケ
年
間
に
願
出
し
た
者
に
つ
い
て
、
万
石
以

上
の
大
名
領
出
身
者
は
領
主
へ
引
き
渡
し
て
帰
村
せ
し
め
、
他
は
そ
の
出
身
の
天
領
・
私
領
に
限
ら
ず
、
帰
村
の
路
用
金
、
夫
食
農
具
代
な
ど
を
支

給
し
、
あ
る
い
は
故
郷
に
お
い
て
生
計
の
立
ち
か
ね
る
者
に
つ
い
て
は
、
余
剰
地
の
支
給
可
能
な
国
へ
送
っ
て
田
畑
を
与
え
る
旨
の
町
触
を
発
し
て

　
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
三
年
十
二
月
に
も
一
層
の
帰
農
願
出
を
奨
励
し
、
ま
た
都
市
労
働
者
に
対
し
て
は
自
営
よ
り
奉
公
を
勧
め
て
生
活
の
安
定
を
促

　
し
、
同
五
年
四
月
に
は
、
さ
き
の
町
触
に
お
い
て
規
定
し
た
願
出
期
間
三
ケ
年
を
さ
ら
に
延
長
し
て
い
る
。

（
2
）
　
町
方
の
窮
民
救
済
に
つ
い
て
、
幕
府
は
早
く
か
ら
窮
民
対
策
担
当
者
を
設
置
（
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
巻
四
十
八
⊥
三
三
九
、
元
禄

　
十
五
年
二
月
廿
六
日
付
「
困
窮
人
取
計
方
之
事
」
）
す
る
な
ど
、
天
災
に
よ
る
窮
民
の
増
加
を
警
戒
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ

　
て
、
随
時
各
種
の
救
済
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
具
体
的
方
法
は
、
主
と
し
て
救
血
米
穀
の
支
給
が
多
く
、
例
え
ば
享
保
六
年
九
月
に
は
、
重
病
人
・
火
事
罹
災
者
を
対
象
に
、
名
主
・
家

　
主
・
五
人
組
等
の
吟
味
を
経
た
う
え
で
の
訴
出
に
よ
り
、
扶
持
米
の
支
給
を
お
こ
な
う
旨
を
通
達
し
て
い
る
（
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
三
十
九
、
飢

　
人
御
救
井
施
薬
養
生
所
等
之
部
、
二
二
六
三
）
。
こ
の
よ
う
な
窮
民
に
対
す
る
救
米
の
支
給
は
他
に
も
し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
享

　
保
十
八
年
正
月
の
触
書
の
よ
う
に
、
困
窮
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
別
段
の
特
定
を
し
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
（
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、

　
巻
四
十
八
⊥
三
四
二
）
。
ま
た
、
困
窮
者
の
救
済
策
は
必
ず
し
も
救
米
支
給
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
例
え
ば
地
主
・
家
主
に
対
し
、
困
窮
者
の
店
賃

　
地
代
を
「
当
分
可
致
用
捨
」
と
い
う
指
示
を
与
え
た
も
の
な
ど
も
存
在
し
て
い
る
（
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
三
十
九
、
飢
人
御
救
井
施
薬
養
生
所
等

　
之
部
、
二
二
七
四
）
。

　
　
し
か
し
、
多
数
の
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
最
も
影
響
の
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
米
価
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
価
の
高
騰
で
あ
ろ
う
。

　
特
に
飢
饅
の
際
の
米
価
高
騰
は
甚
だ
し
く
、
し
ば
し
ば
一
揆
騒
擾
を
惹
起
し
、
さ
ら
に
都
市
打
殿
し
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
米

　
価
調
節
な
ど
の
経
済
政
策
を
と
る
一
方
、
貯
穀
の
払
い
下
げ
な
ど
直
接
的
な
救
済
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
下
層
貧
民
の
反
体
制
的
行
動

　
を
防
止
し
て
治
安
を
維
持
す
べ
く
努
め
て
お
り
、
例
え
ば
天
明
の
飢
饒
に
際
し
て
は
、
救
血
の
た
め
米
代
金
を
支
給
し
て
お
り
（
『
徳
川
禁
令
考
』

　
前
集
第
三
、
巻
二
十
八
－
一
七
五
五
、
天
明
七
年
五
月
付
「
米
高
直
二
付
御
救
米
被
下
之
事
」
）
、
こ
う
し
た
例
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
散

　
見
し
て
い
る
。

（
4
）
　
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
巻
四
十
八
－
三
一
四
三
。
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（
5
）
　
な
お
、
町
会
所
に
お
け
る
窮
民
救
済
に
関
す
る
取
り
扱
い
規
定
は
さ
ら
に
具
体
的
で
あ
り
、
「
窮
民
御
救
起
立
」
に
あ
る
よ
う
な
平
常
時
の
救

済
以
外
に
、
災
害
等
の
非
常
時
の
救
済
に
つ
い
て
も
、
年
令
・
家
族
の
有
無
な
ど
に
応
じ
た
詳
細
な
規
定
が
み
ら
れ
、
「
会
議
所
沿
革
志
附
録
」

　
（
『
東
京
市
史
稿
』
救
済
編
第
二
巻
）
に
は
、

　
　
一
、
平
常
定
式
ノ
救
助
法
ハ
独
身
ニ
シ
テ
病
ム
モ
ノ
ハ
、
白
米
五
升
銭
（
壱
貫
六
百
文
、
或
ハ
四
貫
二
百
文
、
）
ヲ
給
与
ス
、
家
族
二
人
暮
ノ
モ

　
　
　
ノ
ニ
ハ
、
白
米
五
升
ツ
＼
一
斗
銭
（
弐
貫
百
文
、
或
ハ
九
貫
弐
百
文
、
）
三
人
以
上
ハ
、
病
者
一
人
或
ハ
ニ
人
、
多
少
二
従
テ
逓
二
不
同
ア
リ
、

　
　
　
乳
母
ノ
病
モ
ノ
ニ
ハ
別
二
銭
三
貫
文
、
病
者
（
三
十
日
五
十
日
百
日
以
上
、
）
又
ハ
再
度
再
三
ノ
願
二
因
テ
少
差
ア
リ
、
但
、
米
ハ
一
人
毎
二

　
　
　
五
升
ツ
＼
ノ
定
メ
ナ
リ
、

　
　
一
、
火
災
急
場
救
助
ノ
時
、
即
日
災
場
二
運
送
シ
テ
（
一
日
ヨ
リ
或
ハ
五
六
日
二
至
ル
）
一
人
毎
二
一
分
白
米
三
合
ツ
＼
ノ
握
飯
又
ハ
粥
ヲ
給
与

　
　
　
ス
、

　
　
一
、
類
焼
ノ
貧
民
救
助
ノ
法
ハ
、
三
歳
以
下
ハ
除
キ
、
独
身
ハ
白
米
五
升
銭
弐
百
文
、
家
族
二
人
以
上
ハ
、
白
米
三
升
銭
弐
百
文
ツ
＼
、
家
族
ノ

　
　
　
ロ
数
二
応
シ
テ
給
与
ス
、

　
　
一
、
捨
子
、
或
ハ
道
路
二
凍
餓
ス
ル
モ
ノ
、
又
ハ
変
死
ノ
モ
ノ
、
臨
時
町
用
二
関
ル
等
ノ
入
費
ヲ
支
給
ス
、

　
　
一
、
水
災
ノ
時
、
一
人
毎
二
白
米
三
合
ツ
＼
ノ
握
飯
ヲ
給
与
ス
、
出
火
ノ
例
ト
同
シ
ク
水
勢
ノ
緩
急
二
従
テ
、
一
日
ヨ
リ
五
六
日
二
至
ル
、
積
水

　
　
　
床
上
二
溢
ル
＼
時
ハ
、
三
歳
以
下
ノ
小
児
ヲ
除
キ
、
白
米
三
升
銭
三
百
文
ツ
＼
、
口
数
二
応
シ
テ
之
ヲ
給
ス
、
水
ノ
床
上
二
至
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
、

　
　
独
身
ノ
モ
ノ
ハ
銭
三
百
文
ツ
＼
、
家
族
二
人
以
上
ハ
弐
百
文
ツ
＼
、
口
数
二
応
シ
テ
給
与
ス
、

　
　
一
、
風
難
ハ
、
打
傷
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
、
一
人
白
米
三
升
ツ
＼
、
銭
ハ
一
家
二
銭
五
貫
文
ツ
、
、
口
数
二
応
シ
テ
給
与
ス
、

　
　
一
、
震
災
ハ
、
独
身
ノ
モ
ノ
ヘ
ハ
白
米
五
升
、
家
族
二
人
以
上
ハ
白
米
三
升
ツ
＼
、
口
数
二
応
シ
テ
給
与
ス
、

　
　
と
あ
る
。

（
6
）
　
『
御
触
御
書
付
留
』
巻
一

（
7
）
幸
田
成
友
氏
「
江
戸
町
人
の
人
口
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
八
－
一
）
。

（
8
）
　
吉
田
久
一
氏
『
日
本
貧
困
史
』
四
三
頁
。

（
9
）
　
な
お
、
江
戸
に
お
け
る
米
銭
の
支
給
は
、
通
常
、
町
会
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
が
、
臨
時
の
災
害
等
に
際
し
て
は
救
小
屋
を
設
置
し
、
粥
や

銭
穀
を
給
与
し
て
罹
災
者
・
困
窮
者
の
救
助
に
あ
た
っ
て
い
る
。
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二

七分積金制の展開に関する一考察

　
さ
て
、
こ
の
町
会
所
七
分
積
金
制
度
が
何
故
江
戸
以
外
の
京
・
大
坂
地
域
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述

の
ご
と
く
寛
政
二
年
以
降
、
京
坂
に
お
い
て
も
囲
米
が
実
施
さ
れ
、
町
方
・
村
方
を
対
象
と
し
た
救
荒
用
備
蓄
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
将
軍
膝
下
の
江
戸
で
採
用
さ
れ
た
七
分
積
金
制
が
、
そ
の
効
果
を
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
他
の
二
都
へ
拡
大
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
寛
政
改
革
の
推
進
者
で
あ
っ
た
松
平
定
信
が
、
幕
政
改
革
の
効
果
を
着
実
に
上
げ
て
所

期
の
目
的
を
次
々
に
達
成
し
な
が
ら
も
、
経
済
的
・
文
化
的
に
極
度
の
緊
縮
を
強
い
た
故
に
、
商
人
ら
の
不
評
を
買
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

か
、
寛
政
五
年
七
月
つ
い
に
老
中
辞
任
に
至
っ
た
た
め
、
積
金
制
拡
大
の
原
動
力
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
七
分
積
金
に
よ
る
町
方
の
窮
民
救
済
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
策
定
に
際
し
て
事
前
に
京
坂
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
他
の

二
都
が
囲
米
制
の
実
施
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
江
戸
に
七
分
積
金
制
を
行
っ
た
の
は
、
喫
緊
の
対
策
が
必
要
な
江
戸
に
お
い
て

ま
ず
試
行
し
、
そ
の
結
果
を
見
て
い
ず
れ
京
坂
に
も
拡
大
す
る
計
画
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
大
坂
の
囲
米
制
に
つ
い
て
、
町
方
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

拠
出
を
任
意
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
一
時
的
に
町
方
の
好
評
を
う
け
て
多
額
の
寄
付
が
集
っ
た
と
し
て
も
、
幕
府
財
政
改
革
の
立

場
か
ら
も
、
ま
た
福
祉
財
源
の
安
定
的
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
決
し
て
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
七
分
積
金
制
が
江

戸
で
実
施
さ
れ
た
約
二
年
後
、
定
信
は
老
中
を
辞
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
施
策
は
同
僚
老
中
ら
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
っ
て
も
、
彼
等
は

定
信
時
代
の
方
針
を
文
化
末
頃
ま
で
維
持
す
る
の
み
で
、
新
た
な
展
開
を
実
行
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
．

　
そ
の
後
の
化
政
期
は
文
化
的
に
も
経
済
的
に
も
隆
盛
を
迎
え
た
時
期
で
あ
り
、
都
市
窮
民
お
よ
び
そ
の
源
泉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
疲
弊
農

民
の
救
済
に
つ
い
て
、
深
刻
な
局
面
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
、
京
坂
の
囲
米
制
も
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、

武
断
政
治
の
権
威
に
必
ず
し
も
馴
染
ま
な
い
歴
史
的
風
土
を
持
つ
京
坂
地
域
に
お
い
て
、
江
戸
同
様
に
町
方
へ
町
費
節
減
を
強
い
る
の
は

187



法学研究69巻12号（’96：12）

容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
大
坂
の
囲
米
制
に
つ
い
て
も
、
寛
永
元
年
の
発
足
当
初
、
全
て
官
費
で
賄
い
寄
付
を
強
制
し
な
い
こ
と
を
明
示

し
て
い
る
ほ
ど
で
、
七
分
積
金
制
は
な
か
な
か
実
施
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
加
え
て
、
天
保
六
年
以
降
の
全
国
的
な
飢
鐘
は
、
天
下
の
台
所
と
称
さ
れ
た
大
坂
を
も
直
撃
し
、
市
中
に
窮
民
が
溢
れ
る
に
至
っ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
大
坂
東
町
奉
行
跡
部
山
城
守
良
弼
は
、
他
地
方
へ
の
積
米
制
限
を
厳
命
す
る
一
方
で
江
戸
か
ら
の
廻
米
命
令
に
応
じ
て
買
米

を
実
施
し
江
戸
へ
送
る
な
ど
、
民
政
上
の
無
策
ぶ
り
を
発
揮
し
、
ま
た
豪
商
も
米
穀
の
買
い
占
め
に
加
担
し
て
、
ま
す
ま
す
米
価
は
高
騰

し
市
民
は
窮
乏
に
喘
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
町
奉
行
所
の
元
与
力
、
大
塩
平
八
郎
が
決
起
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
反
乱
は
奉
行
所
に
よ
り
そ
の
日
の
う
ち
に
鎮
圧
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
、
戦
闘
に
よ
り
市
中
の
相
当
部
分
は
被
災
し
、
却
っ
て
多
量
の
窮
民
を
生
じ
せ
し
め
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幕
府
は
こ
れ
に
対

し
賑
給
な
ど
を
実
施
し
て
救
済
に
あ
た
っ
た
が
、
大
塩
の
乱
の
影
響
は
各
地
に
波
及
し
、
天
保
八
年
七
月
に
は
摂
津
能
勢
で
も
山
田
屋
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

介
ら
が
徳
政
と
救
血
を
求
め
た
騒
擾
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
京
坂
市
民
の
幕
府
や
豪
商
に
対
す
る
不
信
感
は
か
な
り
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
町
方
に
も
拠
出
を
求
め
る
よ
う
な
救
済
財
源
の
確
保
方
式
は
実
施
困
難
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
七
分
積
金
制
は
、
京
坂
に
拡
大
す
る
前
に
、
推
進
者
の
辞
任
、
大
飢
饅
の
到
来
、
民
政
担
当
者
の
失
政
、
反
乱
の
勃
発
な
ど

に
よ
り
、
施
行
す
る
環
境
を
次
々
と
失
っ
て
行
っ
た
結
果
、
つ
い
に
江
戸
の
み
の
実
施
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
『
都
史
紀
要
七
　
七
分
積
金
』
一
五
頁
。

　
（
2
）
　
焼
失
竈
数
は
一
万
二
千
五
百
七
十
八
軒
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
う
（
『
大
阪
市
史
』
二
）
。

　
（
3
）
　
川
合
賢
二
氏
「
天
保
・
摂
津
能
勢
騒
動
の
再
検
討
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
五
一
）
。
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三

次
に
、
維
新
以
降
の
積
金
の
行
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

維
新
後
、
旧
幕
府
の
町
奉
行
所
事
務
を
引
き
継
い
だ
市
政
裁
判
所
は
、

　
辰
六
月
四
日
達
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
会
　
所
　
掛

別
紙
之
通
町
入
用
減
之
儀
二
付
、
即
当
分
積
金
不
相
納
候
間
、
其
旨
可
心
得
候
、
尤
仕
法
換
之
上
、
尚
及
沙
汰
候
、

　
辰
六
月

　
　
別
紙

　
　
（
中
略
）

一
、
町
会
所
え
積
立
候
七
分
積
金
之
儀
も
当
分
之
内
不
及
相
納
、
尤
右
は
究
民
救
助
之
良
法
に
も
有
之
候
間
、
遂
日
仕
法
替
之
上
可
及
沙
汰
候
、

（
下
略
）

七分積金制の展開に関する一考察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
し
て
、
当
該
制
度
の
有
益
性
は
認
め
な
が
ら
も
、
他
日
新
制
度
を
制
定
す
る
ま
で
、
一
旦
町
会
所
七
分
積
金
の
中
止
を
決
定
し
た
。

　
し
か
し
一
方
で
救
済
米
穀
の
支
給
は
継
続
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
財
源
が
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
た
め
、
市
政
裁
判
所
の
後
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
し
て
明
治
元
年
九
月
に
開
設
さ
れ
た
東
京
府
は
、
積
金
の
再
開
を
計
画
し
、
同
二
年
正
月
よ
り
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
明
治
四
年
十
一
月
に
至
っ
て
窮
民
一
時
救
助
規
則
が
施
行
さ
れ
る
と
、
窮
民
財
源
に
つ
い
て
は
県
治
条
令
の
定
め
る
第
二
常
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

金
よ
り
支
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
し
て
、
町
会
所
お
よ
び
そ
の
積
金
の
処
置
が
問
題
と
な
り
、
同
五
年
五
月
に
町
会
所
は
廃
止

さ
れ
、
積
金
に
つ
い
て
は
、

　
府
下
大
小
ノ
溝
渠
竣
方
井
道
路
橋
梁
水
道
等
修
繕
之
儀
、
戊
辰
以
来
行
届
兼
、
往
々
塞
塞
破
壊
之
場
所
相
増
候
二
付
、
外
御
堀
凌
井
四
大
橋
之
儀
ハ
、

　
四
民
出
費
可
取
計
筈
二
候
得
共
、
此
度
限
出
格
之
訳
ヲ
以
大
蔵
省
ニ
テ
御
処
分
二
相
成
候
筈
、
右
ハ
府
下
人
民
之
為
厚
御
趣
意
二
候
条
、
其
旨
可
奉
承
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知
候
、
就
テ
ハ
其
他
ノ
橋
梁
溝
渠
之
儀
ハ
四
民
出
費
至
当
之
儀
二
候
処
、
一
同
難
渋
之
折
柄
、
出
金
申
付
候
テ
ハ
此
上
可
及
疲
弊
二
付
、
篤
ト
及
評
議

　
候
処
、
旧
町
会
所
積
立
金
穀
之
儀
ハ
窮
民
救
助
等
ノ
用
二
備
置
候
得
共
、
修
繕
俊
方
等
夫
々
行
届
候
上
ハ
一
般
之
便
利
ハ
勿
論
、
工
作
ヲ
起
シ
候
得
ハ

　
自
然
潤
沢
相
成
、
救
助
之
注
意
ニ
モ
不
悼
訳
二
付
、
差
向
右
積
金
ヲ
以
入
費
二
充
候
半
ハ
可
然
哉
卜
、
戸
長
井
地
主
町
人
之
内
重
立
候
者
共
え
も
相
謀

　
候
処
、
異
存
無
之
旨
申
出
候
間
、
先
般
町
会
所
廃
止
候
節
仮
リ
ニ
出
納
掛
え
預
リ
置
候
金
穀
井
地
所
籾
蔵
等
別
紙
記
載
之
通
総
テ
前
書
修
繕
之
廉
々
え

　
為
遣
払
候
二
付
、
取
扱
方
之
儀
ハ
市
中
身
元
相
応
之
人
物
人
撰
之
上
取
扱
方
申
付
、
尤
修
繕
等
之
順
序
夫
々
見
込
為
相
立
仕
払
等
之
儀
ハ
明
細
仕
訳
書

　
検
査
之
上
月
末
毎
二
罫
表
ヲ
以
テ
一
般
公
布
致
候
条
、
右
様
相
心
得
可
申
事
、

　
但
橋
梁
之
儀
、
旧
来
之
通
ニ
テ
ハ
馬
車
人
力
車
通
行
不
便
利
二
付
、
橋
幅
広
メ
反
リ
減
シ
、
橋
台
石
据
等
注
意
可
申
出
事
、

　
右
之
通
区
々
無
洩
可
触
知
者
也
、

　
　
　
壬
申
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
京
　
府

　
　
（
4
）

と
し
て
、
同
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
営
繕
会
議
所
に
委
ね
て
、
東
京
府
内
の
土
木
建
築
関
係
の
整
備
費
用
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

　
　
　
　
（
5
）

の
で
あ
っ
た
Q

　
そ
も
そ
も
江
戸
町
会
所
の
積
金
に
つ
い
て
は
、

　
所
々
関
門
屯
隊
諸
入
用
下
渡
之
儀
、
追
々
申
立
有
之
候
二
付
、
取
調
候
処
、
不
相
等
之
儀
も
相
見
不
申
候
二
付
、
入
用
下
渡
可
遺
処
、
差
向
御
出
方
相

　
成
御
金
ハ
無
之
候
間
、
先
達
テ
本
府
え
御
受
取
相
成
候
楮
幣
ヲ
以
、
御
下
渡
之
積
伺
相
済
候
処
、
楮
幣
渡
方
之
儀
二
付
、
四
位
殿
御
沙
汰
之
趣
モ
有
之

　
候
二
付
て
は
、
此
程
引
渡
相
成
候
町
会
所
籾
払
代
金
之
内
ヨ
リ
御
下
渡
取
計
候
様
可
仕
候
哉
、
此
段
相
伺
申
候
、
以
上
、

　
　
　
　
市
中
屯
所
御
入
用
御
渡
高

　
　
　
　
一
金
六
千
三
百
九
十
九
両
弐
朱
　
銀
二
十
匁
七
分
壱
厘
弐
毛
　
銭
九
貫
七
百
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
籾
払
代
金
有
高
　
一
金
五
万
九
千
七
百
両
余

　
　
　
　
右
之
通
二
御
座
候

　
　
　
　
辰
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
し
て
、
出
納
方
よ
り
屯
所
の
諸
入
用
に
つ
い
て
積
金
を
流
用
す
べ
き
伺
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
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金
額
が
莫
大
で
あ
る
だ
け
に
、
早
く
よ
り
維
新
政
府
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
代
替
と
な
る
新
制
度
の
発
足
は
、
た

と
え
そ
れ
が
従
来
の
七
分
積
金
制
に
よ
る
救
済
対
象
を
す
べ
て
網
羅
し
て
い
な
く
と
も
、
積
金
の
資
金
を
流
用
す
る
名
目
と
し
て
利
用
し

　
　
　
　
　
（
7
）

え
た
の
で
あ
り
、
結
局
府
下
の
土
木
建
築
等
営
繕
費
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
幕
末
明
治
期
の
村
落
崩
壊
や
都
市
窮
民
の
増
加
は
常
に
深
刻
な
問
題
で
、
当
時
の
窮
民
行
政
の
実
態
は
必
ず
し
も
充
分
な
も

の
と
は
言
え
ず
、
特
に
財
源
負
担
者
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
明
治
二
十
三
年
に
至
っ
て
、
わ
が
国
初
の
近
代
的

な
公
的
扶
助
法
と
も
評
す
べ
き
「
窮
民
救
助
法
案
」
が
第
一
回
帝
国
議
会
に
花
々
し
く
提
出
さ
れ
た
が
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
に
お
け
る

審
議
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
の
は
や
は
り
財
源
負
担
の
主
体
に
つ
い
て
で
あ
り
、
結
局
は
中
央
と
地
方
の
間
で
の
負
担
の
押
合
い
の
末
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

窮
貧
行
政
が
惰
民
を
醸
成
す
る
な
ど
と
い
っ
た
理
由
を
付
し
て
、
法
案
は
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
福
祉
財
源
に
つ

い
て
充
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
有
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
「
旧
町
会
所
積
立
金
穀
之
儀
ハ
窮
民
救
助
等
ノ
用
二
備
置
候
得

共
、
修
繕
凌
方
等
夫
々
行
届
候
上
ハ
一
般
之
便
利
ハ
勿
論
、
工
作
ヲ
起
シ
候
得
ハ
自
然
潤
沢
相
成
、
救
助
之
注
意
ニ
モ
不
惇
訳
二
付
」
と

の
理
由
を
述
べ
つ
つ
、
公
益
の
た
め
の
営
繕
事
業
に
支
出
す
る
と
し
て
も
、
市
民
の
拠
出
を
内
包
し
て
い
る
町
会
所
積
金
を
、
本
来
の
目

的
外
に
転
用
し
た
こ
と
は
、
救
助
行
政
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

（（21
））
『
府
治
類
纂
』
所
収
、

『
府
治
類
纂
』
に
は
、

明
治
元
年
六
月
四
日
付
市
政
裁
判
所
達
。

町
会
所
七
歩
積
金
之
義
、
当
六
月
中
町
入
用
減
方
二
付
、
当
分
不
及
相
納
旨
及
沙
汰
置
候
処
、

申
渡
候
迄
先
前
之
通
相
心
得
可
申
、
尤
来
巳
正
月
よ
り
月
々
会
所
え
積
金
可
相
納

　
　
右
之
通
申
渡
間
、
其
旨
可
存
、

　
　
　
辰
二
月

と
あ
る
。
な
お
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
町
々
　
地
主
町
人
共

右
は
窮
民
と
も
救
助
之
良
法
二
付
、
逐
日
仕
法
替

東
京
都
公
文
書
館
編
『
都
史
紀
要
七
　
七
分
積
金
』
に
詳
し
い
。

組
々
　
名
　
主
　
共
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（
3
）
　
町
会
所
積
金
の
廃
止
時
期
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
一
月
、
同
十
一
月
、
同
十
二
月
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
明
治
五
年
二
月
に
至
っ
て
も
積
金
を

　
と
り
た
て
て
い
た
と
推
察
で
き
る
と
す
る
東
京
都
公
文
書
館
編
『
七
分
積
金
』
の
説
に
従
っ
て
お
く
。

（
4
）
　
明
治
五
年
八
月
付
東
京
府
布
告
第
五
百
五
十
二
号
（
『
七
分
積
金
』
所
収
）
。

（
5
）
　
「
営
繕
会
議
所
の
設
立
」
（
『
七
分
積
金
』
）
参
照
。

（
6
）
　
明
治
元
年
十
二
月
付
「
御
廻
状
留
」
（
『
七
分
積
金
』
所
収
）
。

（
7
）
　
『
七
分
積
金
』
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
町
会
所
の
積
金
、
囲
い
穀
高
及
び
町
会
所
附
属
地
と
な
つ
た
貸
付
金
の
抵
当
流
れ
の
土
地
は
政
府
に

　
と
つ
て
も
大
き
な
財
産
で
あ
つ
た
こ
と
は
い
う
迄
も
な
く
、
ど
の
位
維
新
当
初
の
ど
さ
く
さ
時
代
、
政
府
の
急
場
を
救
つ
た
か
計
り
知
れ
な
い
も
の

　
が
あ
る
。
大
蔵
省
関
係
の
人
々
が
こ
の
財
産
に
眼
を
つ
け
、
た
だ
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
た
の
も
無
理
の
な
い
事
で
、
何

　
か
に
つ
け
て
、
こ
の
金
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
事
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。

（
8
）
　
窮
民
救
助
法
案
審
議
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
筆
者
『
窮
民
救
助
制
度
の
研
究
』
に
詳
述
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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以
上
、
松
平
定
信
の
幕
政
改
革
に
よ
り
誕
生
し
た
七
分
積
金
制
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
が
江
戸
の
み
に
と
ど
ま
り
、
京
坂
に
拡
大
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
と
、
維
新
後
、
東
京
府
に
お
い
て
七
分
積
金
が
福
祉
外
目
的
に
転
用
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
福
祉
財
源
の
問

題
は
、
い
か
な
る
時
代
に
お
い
て
も
政
策
担
当
者
を
悩
ま
せ
る
課
題
で
あ
り
、
特
に
現
今
の
歳
出
抑
制
時
代
に
お
い
て
は
、
福
祉
予
算
と

い
え
ど
も
内
容
の
再
検
討
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
明
治
初
期
の
東
京
府
に
お
け
る
積
金
転
用
の
問
題
は
、
福
祉
政
策
の

展
開
と
い
う
観
点
か
ら
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
付
記
〕
　
筆
者
は
明
治
期
以
前
の
福
祉
行
政
の
展
開
に
つ
い
て
勉
強
を
続
け
て
い
る
が
、
学
部
入
学
時
に
堀
江
湛
先
生
の
聲
咳
に
接
し
て
よ
り
今
日
に

至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
歴
史
研
究
の
成
果
を
現
実
の
福
祉
行
政
に
活
用
す
る
た
め
の
発
想
に
つ
い
て
、
懇
篤
か
つ
厳
格
な
御
指
導
を
仰
ぐ
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
先
生
の
御
退
職
に
あ
た
り
、
学
恩
の
万
分
の
一
な
り
と
に
報
い
る
べ
く
本
稿
を
捧
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。


